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Ｌ
私
は
、
日
本
と
日
本
人

の
底
力
を
信
じ
て
や
ま
な
い

者
と
し
て
、
日
本
の
未
来
を

切
り
拓
く
責
任
を
担
い
、
こ

の
場
に
立

っ
て
お
り
ま
す
。

今
の
暮
ら
し
や
未
来
へ
の
不

安
を
希
望
短
変
え
、
強
い
経

済
を
作
る
。
そ
し
て
、
日
本

列
島
を
強
く
豊
か
に
し
て
い

く
。
世
界
が
直
画
す
る
課
題

に
向
き
合
い
、
世
界
の
真
ん

中
で
咲
き
誇
る
日
本
外
交
を

取
り
戻
す
。
絶
対
に
あ
き
ら

め
な
い
決
意
を
も

っ
て
、
国

家
国
民
の
た
め
、
果
敢
に
働

い
て
参
り
ま
す
。　
・
・
・
田

家
国
民
の
た
め
、
政
治
を
安

定
さ
せ
る
。
政
権
の
基
本
方

針
と
矛
盾
し
な
い
限
り
、
各

党
か
ら
の
政
策
提
案
を
お
受

け
し
、
柔
軟
に
真
摯
に
議
諭

し
て
参
り
ま
す
。
」

ｍ
月
２４
日
に
行
わ
れ
た
第

２
■
９
回
国
会
に
お
け
る
高

市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
の
所

信
表
明
は
、
冒
頭
、
こ
の
発

言
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
パ
筆

者
抜
粋
）

そ
し
て
、
経
済

。
財
政
、
社

会
保
障
、
人
口
政
策

。
外
国
人

対
策
、
外
交

。
安
全
保
障
等
々

に
つ
い
て
の
所
信
を
、
力
強
く

訴
え
ま
し
た
ｃ
そ
の
内
容
に
つ

い
て
の
受
け
止
め
方
は
、
人
に

よ

っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
高
市
首
相
の
意
気
込
み

。

決
意
は
、
筆
者
に
も
伝
わ

っ
て

参
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
「外
交

。
安
全

保
障
」
に
つ
い
て
、
高
市
首
相

は
、
２
０
２
２
年
１２
月
の

「国

家
安
全
保
障
戦
略
」
（
概
ね
Ю

年
間
の
期
間
を
念
頭
）
と

「国

家
防
衛
戦
略
」
（
概
ね
１０
年
の

期
間
を
念
頭
）
及
び

「防
衛
力

整
備
計
画
」
（
概
ね
ｍ
年
後
の

自
衛
隊
の
体
制
を
念
頭
に
、
５

年
間
の
経
費
の
総
額

・
主
要
装

備
品
整
備
数
量
等
、
我
が
国
が

保
有
す
べ
き
防
衛
力
の
水
準
を

示
す
）
の
安
全
保
障
に
係
る
「
三

・文
書
」
を
策
定
以
降
、
新
し
い

戦
い
方
の
顕
在
化
な
ど
、
様
々

な
安
全
保
障
環
境
の
変
化
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
と

し
て
主
体
的
に
防
衛
力
の
抜
本

的
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」
に
定
め
る

「対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

２
％
水
準
」
に
つ
い
て
は
ヽ
補

正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
今
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）
中
に
前
倒

し
て
措
置
を
講
じ
る
旨
を
明

言
。
（
こ
れ
ま
で
、
２
％
に
引

き
上
げ
る
目
標
時
期
は
２
０
２

７
年
度
。
２
年
前
倒
し
と
な
る
Ｐ

２
０
２
５
年
度
当
初
予
算
ベ
ー

ス
で
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
■

・
８

％
）
。
ま
た
、
来
年
中
に

「
三

文
書
」
を
改
定
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
検
討
を
開
始
す
る
と
表

明
し
ま
し
た
。
更
に
、
防
衛
力

そ
の
も
の
で
あ
る
防
衛
生
産
基

盤

・
技
術
基
盤
の
強
化
、
防
衛

力
の
中
枢
で
あ
る
自
衛
官
の
処

遇
改
善
に
も
努
め
る
と
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
高
市
首
相
が
誕
生
す

る
前
日
の
１０
月
鋤
日
に
締
結
さ

れ
た
自
由
民
主
党
と
日
本
維
新

の
会
の
連
立
政
権
合
意
文
書
に

明
記
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
、

「次
世
代
の
動
力
を
活
用
し
た

Ｖ
Ｌ
Ｓ
搭
載
潜
水
艦
の
保
有
に

係
る
政
策
を
推
進
す
る
」
、
「令

和
八
年
通
常
爾
会
に
お
い
て
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
の
運
用
指

針
の
５
類
型
を
廃
止
」
（現
在
、

輸
出
で
き
る
装
備
品
は
、
救
難

。
輸
送

・
警
戒

・
監
視

・
掃
海

の
５
類
型
に
限
定
さ
れ
て

い

る
）
等
に
つ
い
て
は
、
所
信
表

明
の
中
で
の
具
体
的
な
言
及
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
小
泉
進
次
郎
防
衛

大
臣
は
、
Ю
月
２
日
の
防
衛
大

臣
就
任
会
見
時
、
記
者
か
ら
潜

水
艦
の
動
力
と
し
て
原
子
力
を

活
用
す
る
考
え
や
５
類
型
撤
廃

の
意
義
等
に
つ
い
て
質
問
を
受

け
た
際
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

に
応
答
し
て
い
ま
す
ｃ
（
筆
者

抜
粋
）
。
原
子
力
推
進
の
潜
水
艦
に

つ
い
て
、

「現
時
点
で
、
潜
水
艦
の
次

世
代
の
動
力
の
活
用
に
つ
い
て

決
定
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
我
が
国
の
抑
止
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
上
で
は
、
Ｖ
Ｌ

Ｓ
搭
載
潜
水
艦
の
開
発
を
合

む
、
将
来
の
能
力
の
中
核
と
な

る
ス
タ
ン
ド

・
オ
フ
防
衛
能
力

の
強
化
は
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
面
で
言
え
ば
、
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
抑

止
力

・
対
処
力
を
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
」
（
原
子
力
を
自
衛
艦
の

推
進
力
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
昭
和
却
年
代
の

科
学
技
術
庁
長
官
や
防
衛
庁
長

官
に
よ
る
累
次
の
国
会
答
弁
、

い
わ
ゆ
る

「原
子
力
推
進
の

一

般
化
論
」
が
想
起
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、　
一
般
に
船
舶
の
推
進

力
と
し
て
原
子
力
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
に
は
、

自
衛
艦
が
こ
れ
を
推
進
力
と
し

て
使
用
し
て
も
、
「
原
子
力
利

用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
」

と
定
め
て
い
る
原
子
力
基
本
法

に
違
反
せ
ず
、
差
し
支
え
な

い
。
）。
５
類
型
の
廃
上
に
つ
い
て

「我
が
国
が
、
戦
後
最
も
厳

し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
防
衛
装
備
移
転
を
さ
ら
に

推
進
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
今
般
の
自
民
党

ｏ
日
本
維
新
の
会
の
合
意
を
踏

ま
え
て
、
防
衛
省
と
し
て
、
関

係
省
庁
と
と
も
に
検
討
を
行

っ

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。　
。

・
。
今
の
日
本
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
の
厳
し
さ
を
考
え

た
ら
、
政
策
を
強
化
す
る
上
で

早
す
ぎ
る
と
い
う
、
そ
う
い

っ

た
批
判
は
当
た
ら
な
い
ほ
ど
、

置
か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
い

と
い
う
の
は
多
く
の
方
々
に
む

理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ふ
う
に
も
思
い
ま
す

じ
、
（
」理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

防
衛
大
臣
と
し
て
説
明
を
尽
く

す
、
そ
し
て
必
要
な
政
策
は
果

断
に
前
に
進
め
て
い
く
と
、
そ

う
い

っ
た
思
い
で
私
は
総
理
と

よ
く
相
談
し
て
進
め
た
い
と
思

防
衛
白
書
は
、
「政
府
と
し
て
、

防
衛
装
備
移
転
に
あ
た

っ
て
は

国
連
憲
章
を
蓮
守
す
る
と
の
平

和
国
家
と
し
て
の
基
本
理
念
お

よ
び
こ
れ
ま
で
の
平
和
国
家
と

し
て
の
歩
み
を
引
き
続
き
堅
持

す
る
と
の
方
針
に
変
わ
り
な

く
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
厳
正
か

つ
慎
重
に
対
処
す
る
方
針
で
あ

る
。
」
と
記
述
し
て
い
る
。
）

防
衛
省

。
自
衛
隊
の
皆
さ
ん

は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際

情
勢

。
国
際
軍
事
情
勢
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
正
に
タ
イ
マ
ツ

を
掲
げ
た
小
泉
防
衛
大
臣
を
先

頭
に
、
暗
夜
の
坂
道
を

一
歩

一

歩
登

っ
て
行
く
が
（
一ヽと
く
、
所

信
表
明
等
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

重
要
案
件

。
懸
案
事
項
を
遅
滞

な
く
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、

「内
幕

一
体
」
と
な

っ
て
、
し

っ
か
り
検
討
し
、
そ
の
必
要
性

・
緊
急
性

。
具
体
的
な
手
順

・

支
持
を
得
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
真
に
タ
フ
な
任
務

で
あ
り
ま
す
が
、
足
非
、
頑
張

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
「

既
に
、
防
衛
省
で
は
、
所
信

表
明
が
な
さ
れ
た
１０
月
２４
日
夕

方
、
小
泉
防
衛
大
臣
を
本
部
長

と
す
る

「防
衛
力
変
革
推
進
本

部
会
議
」
を
設
置
。開
催
。
あ
ら

ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
こ

以
て
柔
軟
か
つ
積
極
的
な
議
論

。
検
討
を
行
い
、
決
断
し
て
行

く
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

国
会
で
は
、
衆
参
両
院
共
に

少
数
与
党
の
中
、
大
変
厳
し
い

国
会
運
営

。
国
会
審
議
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
丁
寧
で
透
明
性
を

持

っ
た
分
か
り
易
い
説
明
に
努
・

め
、
投
げ
か
け
ら
れ
る
質
問

。

疑
念
等
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
真

摯
に
、
粘
り
強
く
対
応
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
多
党
化
の
中
、
野
党

も
、
た
だ
批
判
の
た
め
の
批
判

に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
積
極

的

。
建
設
的
な
議
論
の
展
開
に

努
め
、
与
党
に
対
案
を
ぶ
つ
け

る
な
ど
し
て
、
進
む
べ
き
道
を

共
に
創
り
上
げ
て
行
く
と
い

っ

た
責
任
政
党
と
し
て
の
姿
勢
も

必
要
で
す
。

高
市
首
相
は
、
所
信
表
明
の

結
び
に
、
聖
徳
太
子
の

「十
七

視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
政
治
と

は
、
独
断
で
は
な
く
、
共
に
語

り
、
共
に
悩
み
、
共
に
決
め
る

営
み
で
す
。
私
は
、
国
家
国
民

の
た
め
、
各
党
の
皆
様
と
真
摯

に
向
き
合
い
、
未
来
を
築
い
て

参
り
ま
す
。
」
と
述
べ
、
「ど
う

か
皆
様
、
共
に
日
本
の
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
踏
み
出
し
て

行
く
日
本
の
政
治
を
、
心
か
ら

求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
む
報
告
）

１０
月
２６
日
、
本
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
首
脳
会
議
に
て
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
は
、
１１
番
目
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
な
り
ま
し

た
。現

地
で
、
高
市
首
相
と
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
グ
ス
マ
ン
首

相
が
、
親
し
く

ハ
ク
し
な
が

ら
初
対
面
の
挨
拶
を
笑
顔
で

交
わ
し
て
い
る
様
子
が
テ
レ

ビ
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
何

か
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま

す
。日

本
は
、
２
０
０
９
年
３

月
に
来
日
し
た
グ
ス
マ
ン
首

相
と
会
談
さ
れ
た
麻
生
首
相

持
し
必
要
な
支
援
を
行

っ
て

来
ま
し
た
。

新
た
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
メ
ン

バ
ー
国
と
な

っ
た
東
テ
ィ
モ

ー
ル
の

一
層
の
発
展
と
Ｔ
Ｏ

Ｏ
　
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
に
な
ら
な
い

我
が
国
の
対
東
テ
ィ
モ
ー
ル

外
交
の
展
開

。
両
国
間
関
係

の
益
々
の
強
化
を
願

っ
て
上

み
ま
せ
ん
。

北
原
　
巌
男

（き
た
は
ら
い

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

官
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

会
理
事

共
に
新
た
な
日
本
の
一
歩
を

財
源
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
国

条
の
憲
法
」
の
第
十
七
条
を
引

が
、
同
国
の
円
滑
な
Ａ
Ｓ
Ｅ

民
の
皆
さ
ん
の
疑
間
や
、
あ
る

用
し
た
上
で
、
「
古
来
よ
り
、
　

Ａ
Ｎ
加
盟
支
持
を
表
明
し
て

い
は
不
安
に
も
答
え
、
理
解
と

我
が
国
に
お
い
て
は
衆
議
が
重

以
来
、　
一
員
し
て
加
盟
を
支

っ
て
い
ま
す
」
（
令
和
７
年
度

れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
を

　

国
民
の
目
に
見
え
る
形
で
、


